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－１－ 

昭
和
２
０
年
代
と
３
０
年
代

前
半
の
戦
後
の
混
乱
期
、
復
興
期

に
は
、
家
庭
の
娯
楽
の
中
心
は
ラ

ジ
オ
で
し
た
。「
鐘
の
鳴
る
丘
」
、

「
お
父
さ
ん
は
お
人
好
し
」
な
ど

の
連
続
ド
ラ
マ
や
、
「
二
十
の

扉
」
、
「
と
ん
ち
教
室
」
な
ど
の

ク
イ
ズ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、
「
鐘

の
鳴
る
丘
」
を
聴
く
の
が
楽
し
み

で
、
今
で
も
主
題
歌
の
歌
詞
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
憶
え
て
い
ま
す
。 

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、

ラ
ジ
オ
で
聴
く
古
典
落
語
に
は

ま
り
ま
し
た
。
プ
ロ
の
軽
妙
な
語

り
口
に
、
ま
る
で
映
像
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
に
情
景
を
思
い
描

き
な
が
ら
、
上
質
の
ユ
ー
モ
ア
と

落
ち
の
醍
醐
味
を
楽
し
ん
だ
も

の
で
し
た
。
昭
和
３
０
年
代
半
ば

以
降
、
茶
の
間
の
主
役
の
座
を
テ

レ
ビ
に
明
け
渡
し
て
か
ら
は
、
ラ

ジ
オ
の
番
組
は
音
楽
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和

４
０
年
代
後
半
か
ら
は
、
民
放
の

深
夜
番
組
で
あ
る
「
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
、
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ヤ
ン

グ
リ
ク
エ
ス
ト
」
、
「
Ｍ
Ｂ
Ｓ

ヤ
ン
グ
タ
ウ
ン
」
な
ど
が
、
多

く
の
海
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
紹
介
し
、
ま
た
日
本
の
人
気

歌
手
を
も
多
く
育
て
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
世
を
あ
げ
て
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
行
中
の

現
在
に
至
り
、
お
茶
の
間
に
は
、

地
デ
ジ
受
信
用
の
液
晶
テ
レ
ビ

が
鎮
座
し
、
電
車
内
で
は
、
乗

客
の
殆
ど
が
ス
マ
ホ
を
操
り
、

オ
フ
ィ
ス
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
が
パ
ソ
コ
ン
と
格
闘
す
る
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ

ロ
グ
の
大
ら
か
さ
を
垣
間
見
る

こ
と
の
で
き
る
ラ
ジ
オ
に
魅
力

を
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ラ
ジ
オ
は
、
実

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
ち
ゃ
ん
と
対

応
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

知
る
人
ぞ
知
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
配
信
さ
れ
る
「
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
無

料
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。
ネ
ッ

ト
ラ
ジ
オ
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
又

は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け
た
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
て
、
世
界
中
の
番
組
を
高
音

質
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、音

楽
フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、英
会
話
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
訓
練
の
た
め
に
聴
い

て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。国
内

の
代
表
的
な
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
と
し

て
は
、既
存
の
電
波
放
送
と
同
じ
内

容
を
同
時
に
配
信
し
て
い
る

「ra
d
ik

o

」
（
民
間
放
送
）
、
「
ら

じ
る
★
ら
じ
る
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
、
地

域
限
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

の
「S

im
u
lR

a
d
io

」
、
「
Ｊ
Ｃ
Ｂ

Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
マ
ル
ラ

ジ
オ
」
、
高
音
質
で
音
楽
（
ク
ラ
シ

ッ
ク
）
を
配
信
し
て
い
る

「O
T

T
A

V
A

」
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

や
っ
て
い
る
方
は
一
度
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

ビ
ー
ト
ル
ズ
世
代
の
私
も
、
高

齢
者
と
な
っ
た
今
は
、
静
か
に

「O
T

T
A

V
A

」
を
聴
い
て
い
ま

す
。 
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放されており使用するときは内鍵でロック出来

ます。トイレに行くには敷地の中のお花畑を横

切って入ります。私は男ですから中に入れませ

んが、使用者に聞きますと周りを眺めながらの

トイレ使用は味わったことが無い爽快感みたい

です。夜の満月を見ながらも良いのではと思い

ます。ただ夏の暑さはどうでしょうか。飯給駅

はアクアライン木更津出口から１時間ほどの距

離です。          大和田 裕一 

 

「場所」を意味し、「波有」は「寺」を意味する

「坊（ぼう）」であるとわかって、波有手は、「寺」

横
浜
大
桟
橋
で
午
前
十
一
時
か

ら
出
港
手
続
き
。
二
人
部
屋
の
同
室

者
は
、
私
と
同
年
齢
の
岐
阜
か
ら
来

た
Ｓ
氏
。
元
自
衛
官
丨
工
業
高
校
の

教
師
。
今
回
が
三
回
目
の
乗
船
。
部

屋
は
十
二
畳
位
で
両
サ
イ
ド
に
ベ

ッ
ト
。
窓
が
二
つ
あ
っ
て
思
っ
た
よ

り
ゆ
っ
た
り
め
。
十
四
時
三
〇
分
か

ら
出
港
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
シ
ャ
ン

パ
ン
で
乾
杯
！ 

送
迎
デ
ッ
キ
で

見
送
っ
て
く
れ
て
い
る
私
の
妻
と

娘
、
Ｓ
氏
の
奥
様
と
娘
さ
ん
に
携
帯

電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
船
の
デ
ッ

キ
か
ら
挨
拶
。
十
五
時
五
分
大
勢
の

浜
（
孝
子
越
）
街
道
は
、
近
世
の

漁
業
や
海
運
の
発
達
に
伴
い
、
泉
佐

野
か
ら
和
歌
山
の
海
沿
い
の
集
落

を
結
ぶ
街
道
と
し
て
、
盛
ん
に
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
へ
は
、
男
里
川

に
架
か
っ
た
兎
砥
橋
（
う
ど
ば
し
）

を
超
え
て
か
ら
で
す
が
、
道
路
の
付

け
替
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
旧
道

は
、
Ｕ
Ｒ
団
地
の
西
端
に
里
程
標
が

立
っ
て
い
ま
す
。
尾
崎
港
を
経
て
、

中
心
地
に
入
っ
て
い
き
ま
す
と
虫

ギネス級のトイレ（女子専用）を紹介いたし

ます。BS で放送されていたので見た方もおら

れると思いますが、実物を見た方はおられない

と思います。そのトイレは千葉県市原市の小湊

鉄道飯給駅（いたぶえき）という小さな無人駅

の駅前にあります。敷地の面積は 200㎡（60

坪）で、ほぼ中央に総ガラス張りトイレが有り

ます。周囲 50ｍで高さ 2.5ｍの杉板 675 本

で囲われており中は見えません。普段、扉は解

－２－ 

人
達
に
見
送
ら
れ
、
台
風
接
近
の

中
出
港
。
今
回
の
乗
船
客
は
約
八

五
〇
人
。
若
い
人
が
三
五
〇
人
位
。

中
高
年
が
五
〇
〇
人
位
で
、
内
、

女
性
が
六
割
位
。
船
員
は
五
〇
〇

人
。
若
い
男
性
は
フ
リ
ー
タ
ー
や

会
社
を
退
職
し
て
き
た
人
が
多

く
、
女
性
は
看
護
師
、
保
育
士
、

塾
の
教
師
な
ど
。
年
配
者
は
定
年

後
の
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
い
う
人

が
多
い
。
夫
婦
は
五
〇
組
位
。
十

七
時
三
〇
分
か
ら
初
め
て
の
デ
ィ

ナ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
風
ス
ズ
キ

の
ム
ニ
エ
ル
。
二
人
部
屋
、
三
人

部
屋
の
五
十
代
と
思
わ
れ
る
元
気

な
女
性
た
ち
と
同
席
。
そ
の
中
の

ひ
と
り
Ｍ
さ
ん
は
、
関
東
で
英
語

塾
一
〇
数
校
経
営
。
海
外
旅
行
も

五
〇
回
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
。
こ
の

人
と
も
う
一
人
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
元
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
Ｙ
さ
ん
と
は
、
そ
の

後
三
人
で
、
ス
ペ
イ
ン 

バ
ル
セ

ロ
ナ
ー
フ
ラ
ン
ス 

ル
・
ア
ー
ブ

ル
ま
で
、
バ
ス
や
電
車
を
乗
り
継

い
で
、
一
週
間
の
世
界
遺
産
め
ぐ

り
の
珍
道
中
を
す
る
こ
と
と
な

る
。 

 
 

 
 

 
 

斎
藤 

勝
弘 

（「
と
き
め
き
通
り
」
や
「
市
民
病

院
」
に
写
真
展
示
中
） 

籠
窓
・
出
格
子
・
持
送
り
の
あ
る

旧
家
の
建
物
が
残
っ
て
い
て
、
昔

の
町
並
み
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
商
業
・
漁
業
で
栄
え
た
町
で
、

商
家
風
の
建
物
や
海
岸
に
出
る
と

船
繋
ぎ
場
も
残
っ
て
い
ま
す
。
道

幅
は
一
・
六
間
丨
一
・
八
間
と
昔

の
ま
ま
で
す
。
こ
の
地
区
は
、
も

う
一
本
山
手
に
本
願
寺
尾
崎
別
院

の
前
を
通
る
平
行
し
た
道
が
通
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
が
町
並

み
を
見
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

更
に
進
む
と
神
輿
台
・
え
び
の
浜

が
あ
り
ま
す
。
秋
祭
り
に
は
、
神

輿
渡
御
で
神
輿
が
海
に
入
る
風
景

が
勇
壮
で
す
。
尾
崎
地
区
は
、
町

の
両
側
に
祠
が
あ
っ
て
、
お
地
蔵

さ
ん
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
し
っ
か

り
町
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

寺
田 

雄
揮 

「地球一周の船旅」106 日間体験記(２) 

    

 

浜（孝子越）街道を歩いてみる 

   その１ 尾崎地区 

《ご存知ですか》  千葉県のこんなトイレ見たことありますか！？ 



 

 

 

 

乙
女
の
頃
（
男
の
方
で
も
）

映
画
「
サ
ウ
ン
ド 

オ
ブ 

ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」
を
見
て
心
を
熱
く

さ
れ
た
方 

音
楽
祭
の
後
、
ト

ラ
ッ
プ
一
家
が
、
ア
ル
プ
ス
を

山

越

え

し

て

、

ア

メ

リ

カ

ヘ
・
・
・
と
ま
で
は
、
な
ん
と

な
く
ご
存
知
の
方
も
居
ら
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
く
わ
し
く
は
？

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
戦
争

を
避
け
て
ト
ラ
ッ
プ
一
家
と
同

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日

本
史
が
大
好
き
で
、
大
学
で
も

日
本
史
を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ

う
し
た
私
の
日
本
史
好
き
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
し
た
。
歴
史
を
勉
強

し
て
い
る
感
覚
は
な
く
、
た
だ

ま
ん
が
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
生
、

高
校
生
に
な
っ
た
と
き
に
そ
こ

で
得
た
知
識
が
大
い
に
役
立
ち

《児童書》 『けんかのきもち』 柴田 愛子〳文 伊藤 秀男〳絵 ポプラ社  E  

 主人公「たい」と一番の友だち「こうた」の

“あそび島”でのできごとです。子どもは仲

が良い程けんかをします。それも取っ組み合

い、なぐり合い、そして負けた時のくやしさ

は泣いてもどうしても治りません。周囲の人

たちが「たい」の気持をほぐそうとしても

仲々、素直になれず逆に意固地になってしま

います。 

その後、みんなで作ったおやつのぎょうざ

がこの二人の仲が元通りになるきっかけをつ

『サウンド オブ ミュージック』 

アメリカ編 

ﾏﾘｱ･ﾌｫﾝ･ﾄﾗｯﾌﾟ〳著 文溪堂  K933 ﾄﾗ  

 

           

 

－３－ 

『学習まんが 少年少女日本の歴史』 

あおむら 純〳画 小学館  K210  

じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

人
々
は
沢
山
居
た
よ
う
で
す
。

で
も
多
く
の
人
々
は
戦
争
が
終

わ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
母

国
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
プ
一
家
の
人
達
は
ご
存

知
の
よ
う
に
、
子
沢
山
。
そ
し

て
お
金
を
沢
山
持
っ
て
い
た
訳

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
生
活
も
楽
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。（
人
生
、
何
が

良
く
っ
て
何
が
役
に
立
つ
の
か
最

後
に
な
ら
な
い
と
、
わ
か
ら
な
い
）

マ
リ
ア
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
船
の

中
で
、
言
葉
を
覚
え
る
努
力
を
し

ま
し
た
。
渡
米
後
も
、
一
家
で
公

演
し
て
歌
い
ま
し
た
。
半
世
紀
前

の
感
動
物
語
の
続
編
を
ど
う
ぞ 

 
 

 
 

 
 

門
脇 
容
子 

ま
し
た
。
出
来
事
の
つ
な
が
り
や

流
れ
が
わ
か
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
「
こ
の
人
物
が
活
躍

し
て
い
た
こ
ろ
、
別
の
人
物
が
違

う
場
面
で
登
場
し
て
い
た
か
ら

そ
の
二
人
は
同
時
代
だ
」
と
い
っ

た
感
じ
で
、
人
物
同
士
を
つ
な
い

で
い
く
こ
と
で
試
験
の
問
題
が

解
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
で

は
人
物
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る

た
め
、
通
史
の
場
合
よ
り
物
語
性

が
強
く
出
て
お
り
、
思
わ
ず
ほ
ろ

り
と
き
て
し
ま
う
場
面
も
あ
り

ま
す
。 

子
ど
も
向
け
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
学
生
、
高
校
生
、
あ
る
い

は
大
人
の
方
で
あ
っ
て
も
手
軽

に
歴
史
に
触
れ
、
楽
し
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

辻 

美
穂 

くります。 

これを読むと子どもと同様、大人にも通じる

けんかの後の気持があり、思わず「そうそう、

わかるわかる」とつぶやいてしまいます。誰も

が体験する心の変化を細やかに表した文と絵

は子どもの表情に迫力があり、かつ大胆な色使

いが忘れられない絵本です。まず、大人が楽し

み、そして子どもの気持に寄りそいながら一緒

に読んでみてください！おすすめの一冊です。                  

釣舩 廣子      

 



年度 登録者数 総計
2003 20名 155名
2004 28名 682名
2005 33名 652名
2006 36名 1000名
2007 48名 1369名
2008 61名 1540名
2009 75名 2444名
2010 75名 2541名
2011 82名 2440名
2012 82名 2463名
2013 84名 2727名

      図書館フレンズ ２０１３年度活動日数集計表
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

朝の配架 138 133 133 125 122 114 120 108 120 113 113 123 1462名
月末整理日 9 14 13 10 11 10 8 11 0 15 14 10 125名
配架人数計 147 147 146 135 133 124 128 119 120 128 127 133 1587名

書庫入れ作業 45 35 42 46 38 43 32 49 42 28 31 48 479名

修理・装備人数計 45 38 35 46 36 42 38 34 32 30 29 29 434名
修理冊数 342 251 214 264 227 304 274 226 208 296 240 236 3082冊
本の清拭冊数 431 121 165 583 240 221 309 233 191 72 288 187 3041冊
装備冊数 49 76 96 84 25 46 57 87 90 40 40 9 699冊

館内装飾人数計 1 2 0 2 3 5 2 3 3 0 2 3 26名

リサイクル人数計 2 2 2 37 5 2 27 3 3 46 0 2 131名

広報　人数計 0 13 3 0 0 21 7 0 0 6 15 5 70名

　　総　　　計 240名 237名 228名 266名 215名 237名 234名 208名 200名 238名 204名 220名 2727名

        ２０１３年度　　総計(延べ人数)　       ２７２７名

　昨年度の集計ができました。配架に1587名、書庫入れ作業に479
名、修理・装備・清拭に434名、館内装飾に26名、リサイクル関連
に131名、広報関連に70名ものご参加をいただき、年間の延べ参加
人数が2727名にものぼりました。登録者は84名ですので、お１人平
均32.5日来てくださったことになります。また、修理冊数が3082
冊、清拭冊数が3041冊とたくさんの本が蘇り、699冊の本が図書館
の資料に加えられました。図書館フレンズの皆様がボランティアで多
岐にわたって図書館をサポートしてくださっているおかげで、阪南市
立図書館は円滑に回っております。これからもどうぞよろしくお願い
いたします。
　新たにボランティアしてみようかな、という方はどうぞカウンター
にお申し出ください。随時ご登録いただけます。

　　図書館フレンズ活動報告

阪南市に、本好きな子どもが増えることを願って、

が策定されました。
図書館や学校はもちろん、子どもに関わる大人が中心となって、子どもの読書を推進していこうと
いう

計画です。特に、家庭で、家族一緒に本を読む時間を大切にしてほしいという思いから、「毎月23
日

は家庭読書の日」と定めました。
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